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発達障害等のある子どもたちの社会的自立や卒業後の職業的自立に向けて進路指導を進めていくためには、対人関係や学習についての困難な点だけに焦点を当てるのではなく、子どもたちのもっている長所や強みを生かす方向で考えていくことが必要です。まずは子どもの得意なことや不得意なこと、興味・関心やコミュニケーションの取り方などの特性や子ども自身の希望を十分に理解し取組を進めていくことが大切です。
以上のような取組を効果的に進めていくにあたり、個別の指導計画の作成を通して、一人一人の子どもの特性を理解し、その子どもに適した具体的な支援のあり方について考えていくことが必要です。また、指針の基本方針２に基づき、子どもたちの将来の自立や社会参加を見通し、一人一人の教育ニーズに応じるために保育所・幼稚園等、小学校・中学校、高等学校の校種間で、就学や進学に際して、それまでに積み上げた指導や支援を確実に次に引き継ぐための支援引継ぎシート（例）を作成しています。
このように、発達障害等のある子どもへの支援をめぐっては、個別の指導計画等を有効に活かして日常的な支援を考えることが、どのように生きていくかを支援する進路指導につながってきます。

障害者の社会参加については、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の改正や「障害者自立支援法」の制定によって就労支援の充実と地域社会の役割が重視されるようになってきました。また、産業構造の変化によって障害のある人の就職先が製造業から流通・サービスおよび事務補助へと変わってきたことからも、中学校、高等学校及び特別支援学校においては、生徒のインターンシップ（企業等での職業体験）への取組を促しています。
また、障害者就業・生活支援センターやハローワークなどの地域の関係機関の協力を得ながら、子どもの在学中からインターンシップを実施していく過程が、子どもや保護者を支援するための地域ネットワークをつくりあげていくことにもつながってくるという視点も必要です。
そのためには、地域の企業や関係機関とインターンシップについて事前の打ち合わせや、事後の反省会を行っていく過程において、子どもへの支援についてのそれぞれの役割分担や具体的な支援内容を明確にするなど、在学中から支援機関と計画的につながることができるような取組を考えていくことが大切です。インターンシップは子どもだけでなく、受け入れ先の企業や関係機関にとっても発達障害等について、学ぶ機会になることが考えられます。
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Ｑ２　進路指導と就労支援を進めるうえでどのようなことが大切ですか？








�





特別支援学校及び高等学校等における就労支援





個別の指導計画を活かした進路指導








